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○はじめに
~ １０年度をふりかえって

2010年度は初めての試みに溢れた創造的な年度となりました。リカバリーフレンドが

継続的に学びを深めるリカバリーフレンド養成講座、リカバリーフレンドの体験談をお伝

えするグループワーク、親御さん同士の支えあいの場としての親子茶話会、広く一般に

自己肯定感の大切さを伝える講演会の主催、小冊子の制作・販売、iphoneアプリの制

作・販売などは、すべて10年度初の試みとなりました。

「10年後には全国47都道府県に摂食障害のサポート体制を実現する」という大きな目

標に向けての第１歩として「まずは石川県で摂食障害経験者が主体となったサポートモ

デルを」という目標を掲げておりますが、今年度はその第１歩を踏み出すことができた

のではないかと思います。

これらの数々の経験を土台に、来年度は石川県でのサポートモデルの更なる強化と

他府県へそれを広めていく下地作りに力を入れていきたいと考えています。

これらの活動を無事に行うことができたのは、ひとえにお力添えを賜りました皆様の

おかげと感謝の気持ちでいっぱいです。数々のご協力をいただきましたみなさまには、

心より御礼申し上げます。今後の施策に資するため、ぜひ、この活動報告をご一読い

ただき、忌憚のないご意見を賜ると同時に、今後ともプロジェクトに対するご理解・ご協

力をどうぞよろしくお願い申し上げます。

平成２３年３月
あかりプロジェクト
代表 村田いづ実
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昨年度に引き続き、摂食障害の回復に役
立つ情報を集めた未来蝶.netを運営しまし

た。回復者の体験談や、コラム、医師への
インタビュー、仕事に関するコラムなど、月
に１回のペースで様々な記事を更新してき
ました。今後もこの問題に携わる多岐にわ
たる関係者に記事へのご協力をお願いし、
内容をさらに充実させていきたいと考えて
います。

※未来蝶.netの閲覧状況（11年３月現在）
1500ユーザー／月
15,000PV／月

・未来蝶.netの運営

・未来蝶マイページの運営

綴ることで自分の心と向き合ったり、全国の
仲間と気持ちのわかちあいができるウェブ
コミュニティ未来蝶マイページを昨年度に引
き続き運営しました。今年度の利用者は約
30名でした。

○未来蝶.net

Ⅰ．事業関係
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昨年度に引き続き、当事者や経験者の支えあい、
気持ちのわかちあいの場として、石川、大阪、福
井の三ヶ所でリカバリーフレンドが運営するあかり
トークを開催し、それぞれが抱える気持ちや悩み
をわかちあいました。

リカバリーフレンドの輪が全国に広まり、ひいて
はあかりトークがどの地域に住んでいても参加で
きる状況づくりを目標に今後も運営を続けていき
たいと考えています。

■あかりトークin関西
毎月１回開催
今年度参加者総数20名

○あかりトーク

■あかりトークin福井＠こぶしの会
福井の家族会「こぶしの会」さんの例会にて、リカバリーフレンドが本人の会のファ
シリテーションをさせていただきました。
８月より隔月１回開催
今年度参加者総数約10名

■あかりトークin金沢
毎月２回開催
今年度参加者総約40名

Ⅰ．事業関係
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10年度から新たに、摂食障害の子を持つご家族

同士の支えあいの場、回復者（リカバリーフレン
ド）との交流の場としての茶話会を開催しました。

初の試みで模索しながらの開催でしたが、参加
者の皆様と知恵を持ち寄ったり、一緒に模索した
り、悩みを分かちあったり、励ましあったりと、有意
義な場ができたのではと感じています。

来年度も、引き続き開催を続けていく予定です。

■親と子の茶話会in金沢
７月より、隔月１回開催
今年度参加者総数約20名

Ⅰ．事業関係

○親と子（回復者）の茶話会
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今年度は新たに２名のメンバーを迎え、計４
回にわたって、“回復のお手伝いをする友人
のような存在”リカバリーフレンドとしての知識
を深めたり、グループワークでともに学びあう
サポーター養成講座を行いました。

これらの経験を元に、来年度はステップ制を
取り入れた新体制でのリカバリーフレンド養成
プログラムを金沢・大阪・東京にて実施する予
定です。

・第一回： 金沢（６月２６、７月２４日）参加者総数10名

○リカバリーフレンド養成講座

「自身の体験をまとめ、話し、受け止めてもらおう」

講師：老田知子・福多唯（あかりコーディネーター）

・第二回： 金沢（８月２８日）参加者 ５名

Ⅰ．事業関係

「カウンセリング概論Ⅰ」

講師：村田進（あかりコーディネーター）

・第三回： 金沢（10月９日）参加者 ５名

「カウンセリング概論Ⅱ」

講師：老田知子・村田進（あかりコーディネーター）

・第四回： 金沢（１月29日）参加者 ６名

「ファシリテーション演習」

講師：老田知子（あかりコーディネーター）
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10年度初の試みとして、リカバリーフレンドが主体と

なって開催するあかりグループワークを計４回実施し
ました。

楽になるための気づきを得るための場として、毎回
テーマを決め、リカバリーフレンドの体験談を元にメン
バー全員で分かちあいを行いました。

来年度も引き続きの開催を予定しています。

○あかりグループワーク

Ⅰ．事業関係

・第一回： 金沢（４月24日）参加者 12名

「この生きづらさって、なんだろう」

話し手：saahko、かつら、ちいちゃん、Bちゃん（リカバリーフレンド）

・第二回： 金沢（７月25日）参加者 10名

「わたしが育った道のり」

話し手：かつら（リカバリーフレンド）

・第三回： 金沢（10月10日）参加者 ９名

・第四回： 金沢（１月30日）参加者 11名

「人との関わり方あれこれ」

話し手：ちいちゃん（リカバリーフレンド）

「わたしにとっての回復とは？」

話し手：Ｂちゃん（リカバリーフレンド）
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未来蝶.net内、「摂食障害を抱えながら子育

てをなさっているお母様へ」でインタビューに
お答えいただいた明橋大二先生にお力添えを
いただき、自己肯定感の大切さや摂食障害に
ついて広く一般の方にもお伝えする目的で講
演会を主催しました。援助職の方や不登校の
親御さん、子育て中のお母様など様々な方に
ご参加いただき、あかりプロジェクトのつなが
りを広げるという意味でも大きな意味合いを持
つ講演会となりました。

今後も、折りあるごとにこうした広く一般への
啓発活動を行っていきたいと考えています。

○メンタルヘルス講演会

Ⅰ．事業関係

・金沢（９月２３日） 参加者約70名

「わたしがわたしでバンバンザイ！~舞台は、あなた自身のために～」

講師：明橋大二医師（真生会富山病院心療内科部長）
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未来蝶.net「ドクターに聞いてみよう！」でインタビュー

にお答えくださった大河原昌夫先生にお力添えをいただ
き、インタビュー内容に加筆修正を加えたものや、あかり
メンバーと開催した対談の模様をまとめて小冊子『摂食
障害を語ろう～本人と医者との対話 大河原昌夫先生
を囲んで』を制作。あかりトークや講演会の折に販売を
行いました。

○小冊子の制作・販売

Ⅰ．事業関係

10月より『内閣府社会的企業創業支援ファンド』

の助成を受け、持続可能な活動を行うための収益
源の確保を目指して、iphoneアプリの制作を行って
います。３月には第一弾「まいっか100smile」をリ
リース。今後も、「そのまんまでOK！」を広く一般に

広めるためのアプリを開発・販売していきます。

○ iPhoneアプリの制作・販売
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10年度も講演会やメディア出演を通して、摂

食障害当事者の生の声を広く伝えることや、
プロジェクトの概要を知っていただくことができ
ました。来年度も積極的にこのような働きかけ
を続けていけたらと思います。

■食行動異常研究会PARTⅡ定例会・講演会

～わたしたちには、ちからがある 楽なこころのその先に見えたもの
11月１４日

話し手 あかりリカバリーフレンド 村田いづ実

○講演・メディア出演など

■fmn1えふえむ・エヌ・ワン 住職のよもやま話
３月１日放送
出演 村田いづ実・安本ちひろ

Ⅰ．事業関係

■NHK教育テレビ『きらっといきる』

～劣っとるって思わんでいいよ
４月23日放送

出演 あかりリカバリーフレンド 安本ちひろ

■追手門学院大学 箱庭療法研究会
～回復体験談とあかりプロジェクトが目指すこと
７月26日

話し手 あかりリカバリーフレンド かつら
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心理や市民活動の専門家から成る４名のコーディネーターを交えて、あかりプロ
ジェクトの活動内容や運営に関する企画の立案や問題点の発見、解決策の考案に
ついて月に１回のペースで話し合いを行いました。

年度の途中で行った組織体制の変革に伴い、来年度からは主に活動内容の心理
臨床的な側面に重点を置いた話し合いの場を不定期で行っていきます。

○あかりコーディネーター会議

Ⅱ．組織運営関係

より効率的・加速的に活動を進めていくために、12月に組織体制の変革を行いまし

た。リカバリーフレンドの３名（村田・安本・岡井）がコアメンバーとして運営の役割を
担い、月に１度以上の話し合いの機会を設けながらプロジェクトの運営を進めました。

これまで運営に関する話し合いにもご参加いただいていたコーディネーターの皆様
には特に心理臨床的な分野において専門家のお立場からご助言をいただくことにな
りました。

また、コアメンバーで話し合った様々な運営方針に関しては随時リカバリーフレンド
やあかりメンバーと意見交換を行い、プロジェクトに携わるメンバー全員の意見が反
映される活動運営を心がけていきます。

○組織体制の変革

あかり
コーディネーター

運営メンバー
リカバリーフレンド
あかりメンバー

心理臨床分野での
助言

活動内容に関する意見交換
・実地での活動

活動の企画立案・
活動計画・運営


